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「米の精7号」の環境こだわり米栽培こよみ 
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＜特性概要＞ 

区 分 みずかがみ コシヒカリ 

出穂期 7月２８日 

成熟期 8月31日 

稈長（㎝）   95 

穂数（本/㎡） 

83 ㎏/10a 

 肥 料 名 元 肥 穂肥  計 

＜環境こだわり米栽培施肥基準＞ 

＊一般田では、「米の精7号」を元肥として 

 乾田状態で施用し全面耕起後、入水する。 

＊大豆・やさい跡では、地力の状況に応じて 

 元肥量を半分～８割程度に減らす。 

最高分げつ期 

(無効分げつをできる

中干し開始：300本/㎡ 
（60株植：16本/株） 
（70株植：14本/株） 

幼穂形成期 
成熟期：370本/㎡ 

（60株植：20本/株） 
（70株植：17本/株） 

← 斑点米カメムシ類対策 → 

＜高品質・良食味米生産の栽培ポイント＞ 

①栽植密度は、湖辺；60株/坪、湖辺砂質・平坦；60～70株/坪、中山間；70株/坪を基準にする。 

③｢米の精｣栽培では、土壌中の微生物の働きにより水稲の栄養を供給するので追肥・穂肥は不要。 

コシヒカリ   

キヌヒカリ 

＜米の精7号施肥基準＞ 
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項 目 

デジタルコラトップアクタラ 

除草剤 

苗箱施薬 

薬   剤   名 

※農薬は容器に記載の説明をよく読んで適正に使用する 

 － 

ﾊﾞｯﾁﾘ粒・ﾌﾛｱﾌﾞﾙ・ｼﾞｬﾝﾎﾞ 

 － 

２０１３．１２ 

＜茎数の推移＞ 
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②初期生育をよく揃えることが肝要、薄播き苗を1株3本程度の細植えにする。 
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7月29日 

９月１日 

 18.1 

7月25日 

８月27日 

    84 

   19.0 

穂数（本/㎡）     368   369 

  18.8 

  415 

＊ 上表は県農業技術振興センター調査 
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葉耳の高さが、よく揃う

よう均一に生育させるこ

とが肝要。 

みずかがみ  １５０  －  １５０ 

土づくり資材名 

とれ太郎または 

ニューこう太郎 

施用時期 

年内中 

施用量 

100kg/10a 

 監修：甲賀地域農業農村振興事務所・東近江地域農業農村振興事務所 

土づくり資材施用基準 

苗箱施薬・除草剤使用基準 

植付は1株3～4本 

適期収穫 
きんめ米用は刈り 


